
 
 

                                       

                                       

                

全
国
九
五
市
民
団
体
で 

 

取
り
組
む 

  

美
浜
の
会
や
福
島
老
朽

原
発
を
考
え
る
会
な
ど
全

国
九
五
市
民
団
体
で
取
り

組
ん
だ
今
回
の
「
原
発
さ
よ

な
ら
」
署
名
は
福
島
原
発
事

故
直
後
の
四
月
一
六
日
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
七
月
二

九
日
に
第
一
次
分
と
し
て

一
〇
万
七
九
八
五
筆
を
原
子

力
安
全
・
保
安
院
に
提
出
し
、

福
島
の
子
ど
も
達
は
じ
め

住
民
の
被
ば
く
を
最
小
限

に
抑
え
る
要
求
や
玄
海
原

発
の
再
稼
動
反
対
な
ど
各

地
の
運
動
と
結
び
つ
い
て

展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

 

六
ヶ
所
工
場
ア
ク
テ
ィ
ブ

試
験
再
開
は
許
さ
な
い 

     

集
会
で
は
ま
ず
、
年
明
け

か
ら
試
験
再
開
に
む
け
て

動
き
だ
し
た
六
ヶ
所
再
処

理
工
場
に
つ
い
て
質
問
が

集
中
し
ま
し
た
。 

 

現
在
、
全
国
の
原
発
と
同

じ
よ
う
に
再
処
理
工
場
に

も
「
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
」
が

課
せ
ら
れ
、
結
果
が
出
る
の

は
四
月
末
以
降
と
い
い
ま

す
。
ど
う
し
て
、
そ
の
前
の

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
再
開
な

の
か
。
再
処
理
試
験
再
開
は

原
燃
だ
け
の
判
断
で
出
来

る
の
か
。
保
安
院
は
、
原
燃

に
許
可
を
出
し
た
の
か
。 

 

濃
縮
缶
の
温
度
計
保
護

管
穴
あ
き
問
題
で
三
・
一
一

以
降
も
見
直
し
が
な
さ
れ

た
の
か
。 

 

残
念
な
が
ら

私
達
の
質
問
に
対
し
、
原
子

力
安
全
・
保
安
院
か
ら
の
実

の
あ
る
回
答
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。 

電
気
は
足
り
て
い
る 

 

原
発
再
稼
働
を
や
め
よ 

 

つ
ぎ
に
、
次
々
に
停
止
し 

て
い
る
全
国
の
原
発
に
つ

い
て
、
こ
の
ま
ま
、
廃
炉
と

し
、
日
本
列
島
の
安
全
を
図 

る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が 

多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
二
七

日
の
島
根
二
号
機
の
停
止

で
稼
働
中
の
原
発
は
三
基

の
み
と
な
る
。
ま
ず
、
危
機

回
避
。
「
原
発
が
な
く
と
も

電
気
は
足
り
る
」
と
い
う
こ

と
が
既
に
証
明
さ
れ
て
い

る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
、

福
島
事
故
の
実
態
は
未
解

明
、
さ
ら
に
地
震
に
よ
る
配

管
破
断
や
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン

し
た
圧
力
容
器
内
部
の
様

子
は
不
明
だ
、
原
発
そ
の
も

の
の
老
朽
化
、
活
断
層
の
評

価
な
ど
、
現
在
な
さ
れ
て
い

る
「
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
」
で

は
解
明
出
来
な
い
、
と
い
う

訴
え
が
続
き
ま
し
た
。 

事
故
調
査
委
員
会
の 

結
論
前
に
判
断
す
る
の
か 

 

政
府
と
国
会
の
福
島
原

発
事
故
調
査
・
検
証
委
員
会

は
現
在
調
査
や
聞
き
取
り
、

審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
結
論
も
な
し
に
原
発

を
再
稼
働
す
る
と
い
う
こ

と
は
あ
り
得
な
い
は
ず
で

す
。
一
八
日
の
「
ス
ト
レ
ス

テ
ス
ト
意
見
聴
取
会
」
は
傍

聴
を
認
め
、
国
民
に
公
開
で

行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。 

 

福
島
原
発
事
故
以
降
、
原

発
に
つ
い
て
、
世
界
中
の
目

が
日
本
に
集
中
し
て
い
ま

す
。
崩
壊
し
た
原
発
安
全
神

話
に
囚
わ
れ
な
い
日
本
政

府
の
正
し
い
判
断
が
注
目

さ
れ
ま
す
。 

三陸の海を放射能から守る                       《天恵の海》 
岩手の会                                ２０１２（平成２４）年      
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す
べ
て
の
原
発
を
廃
炉
と
し
、
福
島
事
故
の
責
任
を
明
ら
か
に

し
、
完
全
補
償
を
求
め
る
「
原
発
さ
よ
な
ら
署
名
」
の
政
府
へ
の

提
出
集
会
が
一
月
二
六
日
、
参
議
院
議
員
会
館
講
堂
に
約
一
五
〇

人
が
集
ま
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
提
出
署
名
数
は
二
万
八
六

八
八
筆
で
七
月
二
九
日
の
第
一
次
提
出
と
合
わ
せ
て
一
三
万
六

六
七
三
筆
に
達
し
ま
し
た
。 

集
会
で
は
、
原
発
の
再
稼
働
反
対
、

廃
炉
要
求
の
ほ
か
に
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験

を
再
開
し
な
い
よ
う
要
求
す
る
な
ど
、
多
く
の
質
問
や
抗
議
の
声

で
満
た
さ
れ
ま
し
た
。 



 
 
 

                                      

                                       

                  

一
、
原
発
の
使
用
済
み
核

燃
料
は
再
処
理
せ
ず
に
そ

の
ま
ま
永
久
貯
蔵
し
て
下

さ
い
。 

 

○
放
出
廃
液
の
法
規
制
が

な
く
、
放
射
能
を
垂
れ
流
し

に
す
る
前
提
で
試
験
操
業
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
格
操
業
に

な
る
と
三
陸
の
海
の
汚
染
は

必
至
で
す
。 

 

○
一
九
八
三
年
英
国
再
処

理
工
場
で
は
誤
操
作
で
高
レ

ベ
ル
廃
液
を
海
洋
へ
放
出
し
、

海
岸
が
閉
鎖
さ
れ
る
事
故
が

あ
り
以
降
海
藻
は
食
べ
ら
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

○
建
設
責
が
当
初
の
七
千

億
円
か
ら
二
兆
二
千
億
円
に 

ふ
く
れ
上
が
り
、
今
後
四
〇

年
の
操
業
で
一
九
兆
円
が 

見
積
も
ら
れ
て
い
ま
す
。
未

だ
に
ガ
ラ
ス
固
化
技
術
の
欠

陥
に
よ
り
操
業
の
見
通
し
も

立
っ
て
お
ら
ず
、
全
く
の
無

駄
遣
い
で
す
。 

二
、
再
処
理
工
場
に
た
ま

っ
て
い
る
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
液
の
安
全
管
理
を
徹

底
さ
せ
て
下
さ
い
。 
 

○
国
内
に
は
、
絶
え
ず
冷

却
し
て
発
生
す
る
水
素
を
掃

気
し
な
け
れ
ば
爆
発
す
る
、

危
険
な
高
レ
ベ
ル
廃
液
が
日

本
原
燃
㈱
六
ヶ
所
再
処
理
工

場
に
約
二
四
〇
立
方
㍍
、
日

本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
東

海
再
処
理
施
設
に
約
三
九
三

立
方
㍍
貯
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

○
高
レ
ベ
ル
廃
液
は
冷
却 

で
き
な
く
な
る
と
自
己
崩
壊 

熟
に
よ
り
約
一
五
時
間
で
沸 

騰
し
環
境
漏
洩
事
故
を
お
こ 

               

し
ま
す
。
ま
た
発
生
す
る
水

素
を
除
去
で
き
な
け
れ
ば
爆

発
の
危
険
が
あ
り
ま
す
． 

 

○
事
業
者
や
国
は
過
酷
事

故
を
想
定
し
な
い
対
応
で
あ

り
、
極
め
て
不
十
分
な
も
の

で
す
。
仮
に
福
島
第
一
原
発

の
よ
う
な
津
波
が
押
し
寄
せ

て
い
た
な
ら
ば
東
海
再
処
理

施
設
で
大
事
故
が
発
生
し
、

首
都
圏
は
壊
滅
し
て
い
た
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。 

 

三
、
原
子
力
関
連
審
議
会

委
員
に
消
費
者
や
環
境
市

民
団
体
代
表
を
。 

 

人
々
や
生
き
物
が
天
恵
の

自
然
に
恵
ま
れ
た
こ
の
国
で

末
永
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
こ
れ
以
上
放
射
能
で

環
境
を
汚
染
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
ご
尽
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
． 

              

六
ヶ
所
再
処
理
工
場 

 

大
丈
夫
か
？ 

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
缶 

パ
イ
プ
に
腐
食
穴 

  

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
高

レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
缶
の
温
度

計
保
護
管
に
腐
食
に
よ
る
小

さ
な
穴
が
出
来
て
液
漏
れ
が

発
見
さ
れ
た
の
は
二
〇
一
〇

年
の
七
月
。
こ
の
穴
（
孔
）

に
つ
い
て
、
そ
の
部
位
が
廃

液
の
強
い
放
射
線
の
た
め
修

理
が
出
来
ず
、
原
燃
は
前
代

未
聞
の
策
で
対
処
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
該

当
の
保
護
管
に
圧
力
を
か
け

た
空
気
を
送
り
、
濃
縮
缶
内

部
の
廃
液
や
蒸
気
が
漏
れ
出

な
い
よ
う
に
押
し
返
す
と
い

う
や
り
か
た
。
こ
の
方
式
が

三
・
一
一
以
前
に
安
全
・
保

安
院
の
意
見
聴
取
会
で
容
認

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

強
い
放
射
線
を
持
つ
高
レ

ベ
ル
廃
液
が
蒸
発
濃
縮
す
る

缶
の
腐
食
穴
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
再

開
は
危
険
過
ぎ
ま
す
。 

          

 東海、六ヶ所再処理工場にたまる超危険な高

レベル廃液。 安全対策を訴える要請書を携え

て、国会議員各位をまわる活動が始まりました。 

１月２６日、２７日には 提出団体の、上京し

た４人と首都圏の市民が、参議院議員１６人、

衆議院議員２１人の事務所を訪問し、要請書を

手渡しました。 「原発」の運転の結果生まれた

「使用済み核燃料」と、その再処理の結果発生

した超危険な[高レベル放射性廃液]について、

国民の厳しい目が注がれ始めました。 

 提出２３団体 
三陸の海を放射能から守る岩手の会（岩手

県盛岡市） ＮＰＯ地球とともに（茨木市） 豊

かな三陸の海を守る会（宮古市） 三陸の海を

守る気仙沼の会（気仙沼市） ＰＥＡＣＥ ＬＡ

ＮＤ（八戸市） 三陸のサンマ・ワカメを愛する

会（多摩市） 岩手有機農業研究会（岩手県） 樹

楽羅くらぶ（雫石町）  放射能から子どもを守

る岩手県南・宮城県北の会（一関市〉  無限洞

（盛岡市）  千厩『おもちやの病院』（一関市） 

ドキュメンタリー映画上映ネットウーク一関

（一関市〉 ネットワークみどり（青森県〉 「太

陽の子供達」（仙台市） 放射線被害から子ども

を守る会はむらっこ（羽村市） やまゆり生活

協同組合（海老名市） チームココ（大阪府） 

子どもたちを放射能から守る関西ネットワーク

（大阪府） ＳＬＯＥ Turtle（大阪府） 道民

放射能測定所（旭川市） 自然耕房ホタルファ

ーム（北道当麻町） onesiafreeway（ヤポネシ

アフリーウェイ）（焼津市） 市民運動交流セン

ターふくやま（福山市） 

 

 高レベル放射性廃液を 

３９３ｍ３も貯めている。セシウ

ム１３７で比較すると福島事故大

気放出量の約９４倍の放射能。 
 

 高レベル放射性廃液を 
２４０ｍ３も貯めている。セシウム
１３７で比較すると福島事故大気放

出量の約５８倍の放射能。 

六

ヶ

所

・

東

海 
 
 

再
処
理
工
場
に
関
す
る 

 

要 

望 

書 

原燃ホームページ 

「トラブル等とその対応」no.2-23) 

濃
縮
缶 

 

→ 

温
度
計
パ
イ
プ 


